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希望に満ちあふれたハタチのまなざし

だ
い
ぐ
う 

じ      

ひ
か
り

実
行
委
員
長

　

大 

宮 

司　

晃 

千 

さ
ん

た
ん 

の     

あ
や 

ね

副
委
員
長

　

丹 

野　

彩 

音 

さ
ん

た
か
は
し   

は
る

　

髙 

橋　

温 

さ
ん

 

さ  

と
う 

ひ
か
る

　

佐 

藤　

輝 

さ
ん

し
も
か
わ    

な   

な   

み

　

下 

川　

奈 

々 

美 

さ
ん

第
75
回
松
島
町
成
人
式

       

（
二
十
歳
を
祝
う
会
）開
催
！

　

１
月
７
日
に
松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
で

「
第
75
回
松
島
町
成
人
式
（
二
十
歳
を
祝
う

会
）
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
島
町
で
は
成

人
年
齢
引
き
下
げ
後
も
20
歳
を
対
象
と
し
て

式
典
を
開
催
し
て
お
り
、
平
成
15
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
参
加

者
89
名
（
対
象
者
１
２
７
名
）
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
大
宮
司

晃
千
さ
ん
（
松
島
）
と
酒
井
健
充
さ
ん
（
高

城
）
が
「
今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て

の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
は
私
た
ち
が
誰
か
の
支
え
と
な
れ
る

よ
う
、
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。」
と
は
た

ち
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
代
表
の
安
倍
正
明
さ
ん（
高

城
）
か
ら
新
成
人
へ
向
け
た
熱
い
エ
ー
ル
や

仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
須
江

航
監
督
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
松
島

祭
連
竹
谷
舞
に
よ
る
お
祝
い
の
舞
や
恩
師
か

ら
の
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
で
新
成
人

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
が
企
画
か
ら
運
営
ま
で
携
わ
り

つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
式
典
は
、
新
成
人
と
し

て
の
決
意
を
胸
に
恩
師
や
旧
友
と
の
再
会
を

懐
か
し
む
場
と
な
り
、
和
や
か
な
式
典
と
な

り
ま
し
た
。
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新
成
人
の
生
ま
れ
た
２
０
０
３
年
頃
の
出
来
事

●
出
来
事

・
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ
が
ポ
ン
・
デ
・
リ
ン
グ
を

　

発
売
開
始

・
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
開
園
20
周
年
を
迎

　

え
た
（
４
月
）

・
六
本
木
ヒ
ル
ズ
が
誕
生
（
４
月
）

・
小
惑
星
探
索
機
「
は
や
ぶ
さ
」
打
ち
上
げ
（
５
月
）

・
個
人
情
報
保
護
法
が
成
立
（
５
月
）

・
世
界
水
泳
選
手
権
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で
北
島
康

　

介
が
世
界
新
記
録
で
優
勝
（
７
月
）

・
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
18
年
ぶ
り
に
セ
・
リ
ー
グ

　

優
勝
（
９
月
）

・
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
（
11
月
）

●
ヒ
ッ
ト
商
品

・
ク
ー
リ
ッ
シ
ュ

●
２
０
０
３
年
生
ま
れ
の
有
名
人

・
ラ
ウ
ー
ル
（S

n
o
w
M
a
n

）
・
齊
藤
な
ぎ
さ

・
張
本
智
和　

・
マ
ユ
カ
（N

iziU

）

●
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ

・N
o
 w
a
y to
 sa
y

（
浜
崎
あ
ゆ
み
）

・
さ
く
ら
（
森
山
直
太
朗
）

・
明
日
へ
の
扉
（I W

IS
H

）

・LO
V
E

（
中
島
美
嘉
）

・
さ
く
ら
ん
ぼ
（
大
塚
愛
）

●
映　

画

・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ニ
モ

・
劇
場
版
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー　

七
夜
の
願
い
星
ジ
ラ
ー
チ

・
踊
る
大
捜
査
線THE MOVIE

２　

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
封
鎖
せ
よ
！

・
呪
怨

●
テ
レ
ビ

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ　

・
エ
ン
タ
の
神
様

・
ト
リ
ビ
ア
の
泉　

・
ネ
プ
リ
ー
グ

・
ア
メ
ト
ー
ク　

・
鋼
の
錬
金
術
師

・
金
色
の
ガ
ッ
シ
ュ
ベ
ル
‼

●
流
行
語

・
な
ん
で
だ
ろ
う
〜　

・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

・
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー

★
２
０
０
３
年
の
漢
字

「
虎
」…

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
18
年
ぶ
り
と
な
る

　
　
　
　

リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し
た

成人式実行委員会 の言葉歳
はたち２０

く
ろ 

せ      

あ
の
ん

　

黒 

瀬　

碧 

音 

さ
ん

さ
か 

い     

た
け
み
ち

　

酒 

井　

健 

充 

さ
ん

つ
の 

だ     

ま
な 

み

　

角 

田　

愛 

美 

さ
ん

 

さ  

と
う    

ね   

ね

　

佐 

藤　

寧 

音 

さ
ん

さ
く
ら
い     

ま
な 

か

　

櫻 

井　

愛 

佳 

さ
ん
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ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

■
松
島
町
長
表
彰

　
　

第
１
分
団　

団
員　
　
　

今　

野　

昭　

博

■
宮
城
県
知
事
表
彰

　

永
年
勤
続
者
表
彰

　
　

第
１
分
団　

副
分
団
長　

熊　

谷　

忠　

志

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

内　

海　
　
　

豊

　
　

第
５
分
団　

班
長　
　
　

伊　

東　
　
　

仁

■
文
化
の
日
表
彰

　

消
防
防
災
功
労

　
　

本
部　
　
　

団
長　
　
　

内　

海　

邦　

宏

■
宮
城
県
消
防
協
会
塩
釜
地
区
支
部
長
表
彰

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

伊　

藤　

勝　

幸

■
宮
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

功
績
章

　
　

第
４
分
団　

副
分
団
長　

小　

島　

正　

明

　
　

第
５
分
団　

分
団
長　
　

鹿　

野　

民　

雄

　

永
年
勤
続
章

　
　

上
記
宮
城
県
知
事
表
彰
永
年
勤
続
者
表
彰
者

　
　

に
同
じ

　

勤
続
章

　
　

上
記
宮
城
県
消
防
協
会
塩
釜
地
区
支
部
長
表

　
　

彰
者
に
同
じ

　

表
彰
状

　
　

第
１
分
団　

団
員　
　
　

齋　

藤　

正　

幸

　
　

第
１
分
団　

団
員　
　
　

坪　

谷　

瑞　

生

　
　

第
１
分
団　

団
員　
　
　

身　

崎　

恵　

哉

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

鈴　

木　

良　

平

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

宮　

﨑　

裕　

樹

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

石　

川　

典　

之

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

佐
々
木　

拓　

也

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

渡　

邉　

友　

嗣

　
　

第
３
分
団　

団
員　
　
　

伊　

藤　

俊　

之

消
防
団
員
表
彰
（
敬
省
略
・
階
級
・
分
団
順
に
掲
載　

階
級
は
表
彰
日
時
点
の
も
の
）

　

式
典
で
は
、
櫻
井
町
長
か
ら
の
式
辞
や
内
海
団
長

か
ら
の
告
辞
を
受
け
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が
火
災
の

な
い
１
年
を
願
い
地
域
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
貢
献
さ

れ
た
団
員
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
、
令
和
５
年
中
の

新
入
団
員
４
名
の
紹
介
と
、
新
入
団
員
代
表
の
只
木

誠
団
員
か
ら
は
内
海
団
長
へ
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
、
文
化
観
光
交
流
館
で
松
島
町
消
防
団

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
信
太
郎
環
境
大
臣
や
松
島
町
議
会
色
川
晴
夫

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
及
び
消
防
関
係
者
の
方
々

を
前
に
「
纏
」
を
先
頭
に
第
１
分
団
か
ら
第
６
分
団

ま
で
の
団
員
総
勢
１
５
０
人
が
一
糸
乱
れ
ぬ
見
事
な

行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

我
が
町
守
る
決
意
新
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
松
島
町
消
防
団
出
初
式

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

村　

山　
　
　

充

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　

菊　

地　

将　

貴

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　

菊　

地　

貴　

紀

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
　

第
３
分
団　

副
分
団
長　

櫻　

井　
　
　

新

新
入
団
員
紹
介

　

令
和
５
年
中
に
松
島
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

４
人
の
新
入
団
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
敬
称
略
・
分
団
順
に
掲
載
】

　
　

第
２
分
団　

団
員　
　
　

岩　

本　

拓　

磨

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

只　

木　
　
　

誠

　
　

第
５
分
団　

団
員　
　
　

大　

友　

惇　

平

　
　

第
６
分
団　

団
員　
　
　

佐
々
木　

貴　

司

　

各
分
団
の
管
轄
地
区

　

第
１
分
団　

松
島
全
域

　

第
２
分
団　

高
城
全
域
・
本
郷
（
一
部
）

　

第
３
分
団　

磯
崎
・
手
樽
全
域

　

第
４
分
団　

本
郷
（
一
部
）
・
初
原
・
根
廻
・

　
　
　
　
　
　

桜
渡
戸
全
域

　

第
５
分
団　

上
竹
谷
・
幡
谷
全
域

　

第
６
分
団　

北
小
泉
・
下
竹
谷
全
域

【
松
島
町
消
防
団
員
募
集
中
】

　

松
島
町
消
防
団
で
は
と
も
に
地
域
を
守
る
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

※
入
団
条
件
（
男
女
不
問
）

　

町
内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
方

　

年
齢
18
歳
以
上
の
方

・
報
酬
等
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

ま
と
い

▲来賓を前に纏を振る団員 ▲令和５年中に入団した新入団員

▲消防団について



5 広報まつしま

　

町
内
在
住
で
彫
刻
家
の
佐
野
美
里
さ
ん
が
、
美
術

部
門
に
お
い
て
優
れ
た
活
動
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、

令
和
５
年
11
月
30
日
に
宮
城
県
芸
術
選
奨
新
人
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

佐
野
美
里
さ
ん
は
、
作
品
を
自
刻
像
（
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
）
と
位
置
づ
け
、
そ
の
時
々
を
「
犬
」
の
姿
で
表

現
し
て
お
り
、
制
作
す
る
作
品
は
鑑
賞
者
に
訴
え
か

け
る
独
創
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
は
宮
城
県
内
で
個
展
を
２

回
開
催
し
た
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
で
の
個
展
を
開
催
す

る
な
ど
、
県
内
の
み
な
ら
ず
海
外
で
も
活
躍
す
る
な

ど
、
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

佐
野
美
里
さ
ん
が
宮
城
県
芸
術

選
奨
新
人
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

　

令
和
５
年
度
「
心
の
輪
を
広
げ
る
障
害
者
理
解
促

進
事
業
」
に
お
い
て
作
文
部
門
か
ら
松
島
第
一
小
学

校
３
年
生
の
林　

龍
志
君
が
、
ポ
ス
タ
ー
部
門
か
ら

松
島
第
一
小
学
校
５
年
生
の
遠
藤　

真
緒
さ
ん
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合

う
共
生
社
会
を
目
指
し
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解
の

促
進
を
図
る
作
品
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

「
心
の
輪
を
広
げ
る

　

障
害
者
理
解
促
進
事
業
」
で

　

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

12
月
19
日
、
松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
に
お
い
て

「
松
島
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
定
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
松
島
ブ
ラ
ン
ド
推
進
委
員
会
委
員
に
よ
り
、

松
島
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
基
準
を
満
た
す
も

の
で
あ
る
か
審
査
を
行
い
、
新
た
に
２
商
品
が
「
松

島
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

〈
特
産
品
部
門
〉

 

【（
有
）サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
松
島
】

　

①
松
島
と
ま
と

　

②
松
島
と
ま
と
ジ
ュ
ー
ス

※
松
島
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
…
松
島
町
の
本
来
の
良

　

さ
を
活
か
し
つ
つ
、
新
た
な
魅
力
を
盛
り
込
ん
だ

　

特
産
品
、
観
光
資
源
・
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
松

　

島
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認
定
し
、
情
報
発
信
、
販

　

売
の
促
進
、
事
業
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
さ
ら
に

　

新
た
な
松
島
町
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
図
る
こ
と
に

　

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
松
島
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
に
つ
い
て

　

第
22
回
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
（
２
０
２
４

年
１
月
３
日
放
送
）
を
松
島
高
等
学
校
観
光
科
の
生

徒
に
制
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

C
M
に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

Q　

今
回
の
C
M
作
品
で
工
夫
さ
れ
た
点
は
ど
こ
で

す
か
。

A　

な
ん
と
い
っ
て
も
「
予
告
編
」
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
！
本
編
を
来
年
度
の
C
M
大
賞
に
出
す
こ
と
を

目
標
と
し
て
、
そ
の
予
告
編
を
作
品
と
し
て
提
出
す

る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
ど
の
自
治
体
も
や
っ
た
こ
と

の
な
い
よ
う
な
作
風
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
の
お
祭
り
に
お
け
る
準
備
〜
ほ
ん
ば
ん
ま

で
を
と
お
し
て
、
大
人
だ
け
で
な
く
小
さ
な
子
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
層
が
お
祭
り
に
携
わ
っ
て

い
る
様
子
を
映
し
出
せ
れ
ば
と
思
い
作
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
賞
を
取
れ
な
か
っ
た
の
で
２
カ
年
計
画
は

白
紙
で
す
か
ね
・
・

Q　

今
回
の
C
M
作
品
の
内
容
を
作
ろ
う
と
し
た
き
っ

か
け
は
な
ん
で
す
か
。

A　

昨
年
の
審
査
員
長
の
講
評
の
中
で
「
こ
れ
ま
で

の
作
品
に
な
い
、
驚
く
よ
う
な
作
品
が
出
て
く
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
他
が
や
ら
な
い
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
一
生

懸
命
考
え
、
C
M
と
い
え
ば
映
画
の
予
告
か
な
？
と

い
う
結
論
に
た
ど
り
つ
き
、
今
回
の
作
品
作
り
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

Q　

最
後
に
C
M
大
賞
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
見
る
よ
と
い
う
方
に
向
け
て
一
言
お
願
い

し
ま
す
。

A　

昨
年
ま
で
C
M
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
ス
タ
ッ

フ
（
生
徒
）
人
が
ほ
ぼ
入
れ
替
わ
っ
た
中
、
先
輩
達

か
ら
受
け
継
い
で
い
る
連
続
受
賞
記
録
更
新
に
向
け

頑
張
っ
て
作
成
し
た
作
品
で
す
。
是
非
沢
山
の
方
々

に
見
て
い
た
だ
き
、
話
題
に
し
て
欲
し
い
で
す
！
審

査
員
の
方
々
が
今
回
の
作
品
を
賞
に

入
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
く

ら
い
注
目
さ
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
！

み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
２
０
２
３

▲作品はこちら
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　２月１日㊍より、町公式LINEから発信される情報のうち、「受け取りたい情報」を自分で選択できるようになります。
選択画面は、町公式LINEから送られてくるURLの他、メニュー画面右下の「受信設定」を押すことで見ることができます。
　「受け取りたい情報」を設定せずにいると、緊急性のある情報を除き、２月１日㊍から町公式LINEからの情報が届かなく
なるのでご注意ください。
受け取れる情報の種類：「防災」「防犯」「子育て」「イベント情報」「高齢者支援・福祉」「町からのお知らせ」
●問合先　企画調整課　☎３５４‐５７０２

公式LINEはこちらから登録できます。
https://lin.ee/D9s954Y
※LINEアプリを開く→「ホーム」→「検索」松島町と入力→「公式アカウント」松島町のアカウントを選択
　→「追加」からでも登録できます。

町公式LINEを登録し、メニュー
画面の右下「受信設定」を押す。

※レイアウトは予告なく変更する場合があります。

「許可する」を押す。 「受け取りたい情報」、「お住まいの
地区」にチェックを入れ、次へを
押す。
※機種によって見え方が違う場合
　があります。

町公式LINEがリニューアルします

　エネルギー・食料品等の物価高騰に対する支援として、１月に町内全世帯を対象に「松島ドドンパ商品券」５，０００円分
（A券３，０００円分、B券２，０００円分）をゆうパックにてお届けしております。（※配布対象は、令和５年１２月１日現在
で松島町に住民登録がある世帯を対象としております）
●使用期限　２月２５日㊐まで
●商品券の内訳　A券（町内に本社・本店がある取扱店舗）　B券（全店の取扱店舗）
●商品券取扱店舗　詳細は利府松島商工会のホームページhttps://rifumatsu.or.jp/
　news/2312011又は取扱店舗の店頭ポスターにてご確認ください。
●問合先
　利府松島商工会松島事務所　☎３５４‐３４２２　 産業観光課産業振興班　☎３５４‐５７０７
※商品券がまだお手元に届いていない場合は利府松島商工会にお問合せください。 i

松島ドドンパ商品券について

　松島町では、令和６年５月号より、町民サービスの向上と企業や商
店等の広報活動を支援するため、基準を定め、有料広告を掲載します。
　有料広告掲載開始に併せて、広告事業者を募集します。
●掲載料　月額１０,０００円
●申込期限　５月号より掲載予定の場合、２月２０日㊋まで。
※規格等詳細につきましては、町HPをご覧ください。なお、内容やレ
　イアウト等については予告なく変更する場合があります。
●提出・問合先　企画調整課
　　　　　　　　☎３５４‐５７０２

▲掲載イメージ

詳細はこちら→

広報まつしまに有料広告が掲載されます！

設定方法

1 2 3

有料広告 有料広告

▲A券見本

▲B券見本
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　就学援助費とは、経済的な理由により学用品費や学校給食費
等の支払いが困難なご家庭へ、就学上必要となる経費の一部を
援助する制度です。
●対象となる方
　下記記載の就学援助の要件のいずれかに該当する世帯の方
 （１）生活保護費の支給を受けている方
 （２）生活保護費の停止または廃止のあった方
 （３）世帯全員の町民税が非課税である方
　　　 ※住民基本台帳上別世帯となっていても同居している場
　　　　合は同じ世帯としてみなします。
 （４）児童扶養手当の支給を受けている方
 （５）国民健康保険税の全額減免又は徴収猶予を受けている方 
 （６）国民年金の掛金を減免されている方
●申請手続き
　　各小中学校及び教育課学校教育班（役場２階）において配
　布している「就学援助費受給申請書」を記入いただき、必要
　書類を添付の上、左記まで提出してください。

※学校給食費は認否決定までの間、徴収いたしません。否認定になった場合は、４月にさかのぼって請求となります。
※生活保護費で教育扶助を受けている場合、修学旅行費のみ援助となります。
※通学に要する交通費は、領収書が必要となります。

●提 出 先　通学している小中学校 又は 役場２階 教育課学校
　　　　　　教育班
●受付期間　令和６年３月８日㊎まで
　※上記期日を過ぎても受付しますが、申請日の翌月１日から
　　の認定となります。
●必要書類
　１．就学援助費受給申請書
　２．申請理由の証明書類（非課税証明書、児童扶養手当証書等）
　３．り災証明書（東日本大震災により半壊以上となった方で、
　　　今回初めて申請する方のみ。）
　※コピー可
　※申請理由が町民税非課税によるもので、令和６年１月１日
　　時点で松島町に住民登録がある方は、非課税証明書を省略
　　できます。
●問合先　教育課学校教育班　☎３５４‐５７１３

令和６年度就学援助費支給制度のご案内

　松島町では、下記の理由に該当する令和６年４月に町立小・
中学校へ入学予定のお子さんの保護者に対し、新入学学用品費
をご入学前に支給します。受給を希望される方は、下記のとお
り申請を行ってください。
●対象となる方
　　令和６年２月１日時点で松島町に住民登録があり、お子さ
　んが令和６年４月に松島町立小中学校に入学予定の方で、か
　つ下記記載の就学援助の要件のいずれかに該当する世帯の方
 （１）生活保護費の停止または廃止のあった方
 （２）世帯全員の町民税が非課税である方
 （３）児童扶養手当の支給を受けている方
　　　 ※住民基本台帳上別世帯となっていても同居している
　　　　 場合は同じ世帯としてみなします。
 （４）国民健康保険税の減免又は徴収猶予を受けている方 
 （５）国民年金の掛金を減免されている方
●申請手続き
　下記のとおり申請してください。
　・提出書類　
 （１）入学準備金受給申請書（桃色の用紙）
 （２）申請理由の証明書類（非課税証明書・児童扶養手当証書等）、
　　　 り災証明書（東日本大震災により半壊以上となった方で、
　　　 今回初めて申請する方のみ。）

　※令和５年度就学援助費の認定を受けている場合は、添付書
　　類は不要です。
　※申請理由が町民税非課税によるもので、令和５年１月１日
　　時点で松島町に住民登録がある方は、非課税証明書を省略
　　できます。
●提 出 先　役場庁舎２階　教育課学校教育班
　　　　　　又は通学している小学校
●受付期間　２月１日㊍～２月１６日㊎
　※上記期間中に申請できなかった方は、就学援助費制度の申
　　請を、令和６年３月８日㊎までに行ってください。ご入学
　　後に新入学学用品費として同額を、令和６年７月頃に支給
　　いたします。（申請時に就学援助の要件に該当している方のみ）
●認定・支給方法
　教育委員会が支給認定の可否を判定し、３月上旬頃までご自
宅に認否結果を送付します。
　支給方法　教育委員会から申請者（保護者）の口座に振り込み
　　　　　　新小学１年生 ５４,０６０円
　　　　　　新中学１年生 ６３,０００円
　支 給 日  ３月下旬（予定）

●問合先　教育課学校教育班　☎３５４‐５７１３

令和５年度就学援助費（新入学学用品費）の入学前支給のご案内

項　　目

小　

学　

校

中　

学　

校

学用品費等

１年

２～６年

１年

２～３年

11,630円

13,900円 給食センターへ
教育委員会で
納　　　　入22,730円

25,000円

54,060円

ー

63,000円

22,690円 ー

60,910円

(宿泊なし)
1,600円
(宿泊あり)
3,690円

(宿泊なし)
2,310円
(宿泊あり)
6,210円

26,180円

ー

ー

ー

7,650円

ー

新入学用品費 体育実技用
用具（柔道） 学校給食費

修学旅行費
（交通費・宿泊費
・見学料等）

校外活動費
（交通費・見学料）

通学に要する交通費
（公共交通機関の
  定期乗車券購入費）

援助内容R６.１現在

支 給 額
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①申告者本人のマイナンバーカード　
　＊通知カードの場合は、運転免許証などの「身元確認書類」が別途必要です。
②本人名義の金融機関の口座番号が分かるもの（所得税の還付が発生する方のみ）
③収入を証明するもの（令和５年１月１日 ～ 令和５年１２月３１日分）
　○営業、不動産、農業収入、その他の事業に係る収支が分かる帳簿や領収書　＊事前に収支内訳書を作成のうえ持参ください。
　○給与収入、公的年金収入等の源泉徴収票　○生命保険の一時金・満期等の収入証明書
　○講演料や個人年金等の収入額が分かる支払証明書等
④下記の控除を証明するもの（令和５年１月１日 ～ 令和５年１２月３１日分）

＊確定申告用紙等は、役場税務班「申告書用紙コーナー」に配置しております。
■申告にあたっての注意事項
○申告受付期間中は役場税務班窓口での申告相談および申告受付はできません。
○体調がすぐれない場合（体温37.5度以上など）は来場をご遠慮ください。
○原則ご本人のみでお越しください。介助を要するなどの理由により複数名でお越しになる場合は、必要最小限の人数でお越し
　ください。

　確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただくと、自宅等で作成することができます。
町の申告会場は混雑するため、多くの待ち時間が必要になります。ぜひ、「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください。

■「マイナンバーカード」または「ID・パスワード方式の届出完了通知」をお持ちの方は、
　 e-Taxを利用して申告することができます。

★国税庁ホームページ
（https://www.nta.go.jp/）
★スマホはこちらから

申告の際に持参するもの

○申告書作成会場について
【受付場所】　マリンゲート塩釜　２階　ベイサイドルーム（塩竈市港町１－４－１）
【開設期間】　令和６年２月１６日㊎ ～３月１５日㊎（土・日・祝日を除く。）
【開設時間】　午前９時～午後４時

塩釜税務署からのお知らせ

確定申告書はパソコンやスマ－トフォンから作成できます

○医療費控除の明細書（事前に明細書を作成し、持参してください。）

　明細書の代わりとして、医療費通知書のみの添付でも可能です。

○国民健康保険税　○後期高齢者医療保険料　○任意継続保険料　○介護保険料

○国民年金保険料（日本年金機構が発行する「納付済額のお知らせ」）等納付額が確認できる

　もの　＊年金から天引きされた額については、源泉徴収票に記載されています。

○小規模企業共済等掛金払込証明書　

○確定拠出年金（個人型年金）の小規模企業共済（iDeCo）等掛金払込証明書

○生命保険料控除証明書　○個人年金保険料控除証明書　○介護医療保険料控除証明書

○地震保険料控除証明書　○旧長期損害保険料控除証明書

○配偶者及び扶養親族の所得が分かるもの

○配偶者及び扶養親族のマイナンバーが確認できる書類

○障がい者手帳などの各種手帳　○障がい者控除対象者認定書（健康長寿課高齢者支援班発行）

○学生証　○学校などから交付される証明書

○領収書（証明書）など

　＊「ふるさと納税ワンストップ特例」の適用に関する申請書を提出された方が申告を行う

　　場合は、改めてふるさと納税の金額を寄附金控除額の計算に含める必要があります。

○請負契約書または売買契約書（写）　

○家屋及び土地（土地を合わせて購入した場合のみ）の登記事項証明書（登記簿謄（抄）本）

○住宅借入金の年末残高等証明書（原本）等

医 療 費 控 除

社 会 保 険 料 控 除

小規模企業共済等
掛 　 金 　 控 　 除

生 命 保 険 料 控 除

地 震 保 険 料 控 除

配偶者（特別）控除
扶 　 養 　 控 　 除

障 が い 者 控 除

勤 労 学 生 控 除

寄 附 金 控 除

住宅借入金等特別
控除（初年度の場合）

確定申告書等作成コーナーの場合
２４時間（メンテナンス時間を除く）
０分（HPを開けばすぐ！）
すべて自動計算
郵送またはe-Taxでの送信

町の申告会場の場合
平日のみ
状況により変動２時間程度
来場前に自分で計算
役場が税務署へ提出

受 付 時 間
待 ち 時 間
所 得 計 算
提 出 方 法
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　松島町では、令和６年度（令和５年中収入）の申告受付を下記日程のとおり行います。内容をご確認のうえ、申告が必要な方は
期間内に申告をお願いします。

　今回より午前の部の受付にあたっては、５０名までの受付上限人数を設定いたします。上限人数を超過した場合は午後の部の
受付となりますのでご了承ください。　
　また、確定申告書は、パソコンやスマートフォンで国税庁のホームページから自宅等でも作成ができますので、ぜひ、ご利用ください。

（１）事業（営業、農業等）、不動産の収入があった方
　　　＊昨年の申告から、本業以外に事業所得がある方は、事業所得に係る取引を記録した帳簿類の保存がない場合、事業所
　　　　得ではなく雑所得として取り扱っておりますのでご注意ください。
（２）給与収入があり、次に該当する方
　　　①令和５年中に退職して年末調整をされていない方、２カ所以上から給与を受けた方
　　　②給与以外に所得（年金所得含む）があった方
 ＊給与以外の所得が２０万円以下で確定申告の必要がない方でも、町・県民税の申告は必要です。
　　　③各種控除の追加・変更がある方
　　　　＊年末調整をした方で、控除対象扶養親族とした方の所得金額が４８万円を超える場合は、扶養親族を外す申告が必
　　　　　要になります。アルバイト等であっても所得になりますのでご注意ください。
（３）年金収入があり、次に該当する方
　　　①公的年金（国民年金、厚生年金、企業年金等）の収入が４００万円を超える方
　　　②公的年金以外の収入（給与、営業、不動産、農業等の収入）がある方
　　　③配偶者控除、扶養控除、障害者控除、寡婦・ひとり親控除の追加、変更がある方
　　　④社会保険料控除額に追加する分がある方
　　　　＊年金から特別徴収されている介護保険料等以外に、納付書や口座振替で社会保険料等を納付している方
　　　⑤医療費控除、生命保険料控除、地震保険料控除がある方
　　　　＊ただし、公的年金収入のみの方で、６５歳未満で収入が１００万円以下の方、６５歳以上で収入が１５０万円以下
　　　　　の方は各種控除があっても申告の必要はありません。
（４）収入がない方または非課税収入（障害年金、遺族年金、失業給付金等）のみで次に該当する方
　　　①令和６年度の所得・課税等の税に関する証明書等が必要になる方
　　　　＊申告書を提出されない場合は、所得・課税等の税に関する証明書等の発行ができませんのでご注意ください。
　　　　　（証明書の発行は令和６年６月中旬以降可能となります。）
　　　②国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療保険に加入している方及びその世帯員の方
　　　　＊各種保険料（税）の算出、軽減制度、高額療養費及び限度額認定証の適用に必要となります。
　　　③医療福祉制度や児童扶養手当等を受給される方、町営住宅に入居している方

■次に該当する方は、塩釜税務署申告会場（マリンゲート）で申告をお願いします。
○青色申告をする方　　　　　　　　　　　〇令和６年１月１日現在松島町に住民登録がない方
○令和４年分以前の収入の申告をする方　　〇消費税の申告
○上場株式等の配当所得に関する申告（総合課税および分離課税）、FXや仮想通貨に関する申告をする方
○不動産の売却（公共事業に伴う不動産の売却を除く）や株、先物取引の譲渡所得の申告をする方
○相続等により分割で受け取っている保険金の申告

※できるだけ地区割当て日における申告をお願いします。

受付日

2月16日㊎

2月19日㊊

2月20日㊋

2月21日㊌

2月22日㊍

2月26日㊊

2月27日㊋

2月28日㊌

2月29日㊍

3月  1日㊎

漁業者（松島・磯崎地区）・観光船業者

松島地区（１・２・３・４・５・６・７）

松島地区（８・９・10・11・12・13）

手樽行政区

磯崎地区（１・２・３）

磯崎地区（４・５・６・７）

磯崎地区（８・９・10・11）

下竹谷行政区

全行政区

申告受付対象地区

●日　時　令和６年２月１６日㊎～３月１５日㊎　※土・日・祝日を除く
　　　　　受付／午前９時～１１時まで・午後１時～３時まで
●場　所　松島町文化観光交流館　２階　講座室　　　　　　　　　　　　●問合先　財務課税務班　☎３５４‐５７０３

令和６年度　町・県民税申告及び確定申告について

申告が必要な方

申告日程
受付日

3月  4日㊊

3月  5日㊋

3月  6日㊌

3月  7日㊍

3月  8日㊎

3月11日㊊

3月12日㊋

3月13日㊌

3月14日㊍

3月15日㊎

北小泉行政区・上竹谷行政区

幡谷行政区・根廻行政区

本郷行政区

初原行政区・桜渡戸行政区

高城地区（西柳１・２・高城１・２・３・新３・４・５・中・割波）

高城地区（割波２・光陽台・高城６・新６・７・８・９・10）

全行政区

申告受付対象地区
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お
知
ら
せ

松
島
博
物
館
・
役
場
町
民
ホ
ー
ル

展
示
替
え
の
お
知
ら
せ

　

２
月
13
日
は
「
に
ほ
ん
（
２
）
い
さ
ん（
１
３
）」で

「
日
本
遺
産
の
日
」
で
す
。
松
島
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
日
本
遺
産
「
政
宗
が
育
ん
だ
〝
伊
達
〞
な
文
化
」

の
構
成
自
治
体
と
し
て
文
化
財
の
活
用
・
普
及
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
遺
産
の
日
に
ち
な
み
、
観
瀾
亭
松
島
博
物
館

及
び
役
場
町
民
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
現
在
伊
達
政
宗
な

ど
仙
台
藩
主
に
関
連
す
る
文
化
財
や
複
製
パ
ネ
ル
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
観
瀾
亭
松
島
博
物
館
企
画
展
「
日
本
遺
産
『
政
宗
が

  

育
ん
だ
〝
伊
達
〞
な
文
化
』
展
２
０
２
４
」】

●
会　
　

期　

令
和
６
年
４
月
23
日
㊋
ま
で

●
展
示
資
料　

西
池
主
膳
正
宛
伊
達
政
宗
書
状
・
伊

　
　
　
　
　
　

達
吉
村
筆
「
薔
薇
図
」

●
入
館
料　

大
人
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

高
校
・
大
学
生
１
５
０
円

　
　
　
　
　
　

小
・
中
学
生
１
０
０
円

●
開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　

 

（
４
月
以
降
は
午
後
５
時
ま
で
）

●
休
館
日　

年
中
無
休

【
松
島
町
役
場
町
民
ス
ペ
ー
ス
】

●
展
示
資
料　

郡
山
太
郎
右
衛
門
宛
伊
達
政
宗
直
筆

　
　
　
　
　
　

書
状
・
郡
山
善
五
郎
宛
伊
達
政
宗
知

　
　
　
　
　
　

行
判
物
（
い
ず
れ
も
複
製
パ
ネ
ル
）

●
開
館
時
間　

土
日
・
祝
日
を
除
く

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
問
合
先　

教
育
課
生
涯
学
習
班

　
　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

i

人権擁護委員の皆さんをご紹介します
　昨年７月１日付けで齋藤一枝さん（本郷）が、１月１日付けで
４名の方が法務大臣から人権擁護委員に委嘱されました。町内の人
権擁護委員は５名となります。
　今回委嘱されたのは桔梗元子さん（本郷）、安曇浩一さん（幡谷）、
鈴木由美子さん（磯崎）、亀山　司さん（松島）です。
　人権擁護委員は、人権に関する相談を受けるほか、小中学校で
人権教室を開き命の大切さや思いやりの心についての理解を深めて
もらうための活動を行っています。相談は無料で秘密は守ります。
安心してご相談ください。
【みんなの人権１１０番】
●受付時間　平日午前８時３０分～午後５時１５分
☎０５７０‐００３‐１１０

民生委員児童委員表彰

　民生委員児童委員の大山憲一さん（磯崎２・８地区）に全国民生
委員児童委員連合会会長から、福田修さん（磯崎１１地区）、桜井
豊一さん（桜渡戸地区）に宮城県民生委員児童委員協議会会長から
の表彰状が櫻井町長より伝達されました。大山さんは１０年以上、
福田さん、桜井さんは８年以上の委員活動の功績が認められました。

齋藤一枝さん 桔梗元子さん

鈴木由美子さん

安曇浩一さん

亀山　司さん

令和６年能登半島地震災害義援金
（石川県、富山県、新潟県、福井県）の受付について
　令和６年能登半島地震により被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。令和
６年１月１日に石川県能登半島で地震が発生し、これにより、能登半島を中心に各地
で多くの被害が報告されています。
　この状況を受け、日本赤十字社松島町分区においても、被災者を支援するため、募
金箱を設置しました。集まった募金については、日本赤十字社をとおして現地に送ら
れ、被災者支援に使われます。皆様の温かいご支援をお願いいたします。
【設置場所】・松島町役場町民ホール　　
　　　　　  ・観瀾亭　
　　　　　  ・松島海岸レストハウス
　　　　　  ・松島カフェベイランド（福浦橋入口）
●問合先　町民福祉課福祉班　☎３５４‐５７０６
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宮
城
ま
る
ご
と
・

ほ
ろ
酔
い
ま
つ
り

　

利
き
酒
を
し
な
が
ら
町
歩
き
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
お
酒
は
店
舗
に
よ
っ
て
様
々
な
銘
柄
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
宮
城
の
美
味
し
い

お
酒
を
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日　

２
月
３
日
㊏
、
４
日
㊐

●
場　

所　

参
加
各
店
舗

（
松
島
海
岸
地
区
商
店
街
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
）

●
問
合
先　

宮
城
ま
る
ご
と
・
ほ
ろ
酔
い
ま
つ
り

　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
（
松
島
観
光
協
会
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
２
６
１
８

i
第
46
回
松
島
か
き
祭
り
を

開
催
し
ま
す

　

松
島
の
冬
の
風
物
詩
「
松
島
か
き
祭
り
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

会
場
で
は
様
々
な
か
き
料
理
や
、
宮
城
の
海
の
幸

な
ど
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
三
景
観
光
連
絡
協
議
会
に
よ
る
合
同

Ｐ
Ｒ
も
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

●
日　

時　

２
月
４
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
場　

所　

松
島
海
岸
グ
リ
ー
ン
広
場

●
内　

容

【
会
場
内
各
ブ
ー
ス
】

・
か
き
販
売
コ
ー
ナ
ー
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

・
か
き
料
理
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

・
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
物

【
特
設
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）
】

●
問
合
先

　

松
島
か
き
祭
り

　

実
行
委
員
会
事
務
局

 

（
松
島
観
光
協
会
内
）　

　

☎
３
５
４
‐
２
６
１
８

 

「
鼓
風
☆
響
」
に
よ
る
和
太
鼓
と
津
軽
三
味
線
の

迫
力
あ
る
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
10
日
㊐

　
　
　
　
　

開
場
午
後
１
時
30
分
／
開
演
午
後
２
時　
　

和
太
鼓
＆
津
軽
三
味
線
に
よ
る

心
の
復
興
演
奏
会

i

i

ミ
モ
ザ
リ
ー
ス　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

か
わ
い
い
黄
色
の
お
花
の
ミ
モ
ザ
で
自
分
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー
ス
作
り
は
い
か
が
で
す
か
？

●
日　

時　

３
月
３
日
㊐
午
前
10
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

●
会　

場　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館　

会
議
室

●
参
加
費　

３
，３
０
０
円
（
材
料
費
）

●
持
ち
物　

必
要
な
し

●
定　

員　

10
名
（
先
着
申
込
順
）

●
そ
の
他　

リ
ー
ス
又
は
ス
ワ
ッ
グ
を
選
べ
ま
す

●
募
集
開
始　

令
和
６
年
１
月
16
日
午
前
９
時
よ
り

●
申
込
・
問
合
先　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館

　

電
話
又
は
直
接
窓
口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
３
５
５
‐
０
１
５
５

　

受
付
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　

※
月
曜
日
休
館

i

ア
ト
レ
ル
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢

大
会
出
場
者
募
集
！

　

第
３
回
目
と
な
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
自
慢
の
歌
声

で
出
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日　

時　

令
和
６
年
３
月
31
日
㊐

●
時　

間　

午
後
１
時
開
演
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

●
場　

所　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館　

大
ホ
ー
ル

●
出
場
料
金　

1
組　

２
，０
０
０
円

●
応
募
資
格　

松
島
町
在
住
の
方
、
松
島
に
ゆ
か
り

　
　
　
　
　
　

の
あ
る
方
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
！　

　
　
　
　
　
　

但
し
著
名
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
の
優
勝

　
　
　
　
　
　

者
、
歌
唱
Ｃ
Ｄ
な
ど
出
版
経
験
者
は

　
　
　
　
　
　

出
場
不
可
。

●
募
集
期
間　

２
月
６
日
㊋
〜
３
月
17
日
㊐

●
募
集
組
数　

10
組
（
先
着
順
）

※
予
定
組
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
込
方
法　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
窓
口
に
て

　
　
　
　
　
　

受
付

※
優
勝
・
準
優
勝
・
３
位
に
は
商
品
券
、
そ
の
他
特

　

別
賞
あ
り
。
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈
い
た

　

し
ま
す
。

●
同
時
開
催　

審
査
員
ヨ
シ
ヒ
デ
に
よ
る
昭
和
歌
謡

　
　
　
　
　
　

シ
ョ
ー
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
来

　
　
　
　
　
　

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

（
入
場
無
料
）　

●
問
合
先　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
１
５
５

　
　
　
　
　

※
原
則
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

募

●
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
支
援
金  

「
み
や
ぎ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」

「
み
や
マ
リ
！
」
に
入
会
さ
れ
た
、
申
請
日
時
点
で

39
歳
以
下
の
１
年
以
上
松
島
町
に
在
住
の
方
を
対
象

に
最
大
１
万
円
の
支
援
。

※
詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を
参
照 

●
新
婚
世
帯
応
援
事
業
支
援
金　

婚
姻
日
時
点
で
夫

　

婦
と
も
に
39
歳
以
下
で
、
夫
婦
双
方
ま
た
は
一
方

　

が
松
島
町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
引
越
し
費
用
、

　

住
宅
取
得
費
用
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
、
ア
パ
ー

　

ト
等
の
賃
料
で
支
払
っ
た
経
費
に
対
し
て
最
大
10

　

万
円
を
支
援
。

※
詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を
参
照 

●
基
準
日　

令
和
５
年
４
月
１
日

●
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

「
出
会
い
の
き
っ
か
け
、
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
」「
ふ
た
り
の
新
婚

生
活
、
応
援
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
」

i

高
城
地
区
の
商
店
で

20
％
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
！　

　

高
城
地
区
の
商
店
を
一
層
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

高
城
町
商
業
振
興
会
と
利
府
松
島
商
工
会
が
主
体
と

な
り
、
期
間
中
、
登
録
店
舗
で
の
お
支
払
い
を
P
a

y
P
a
y
で
決
済
す
る
と
、
利
用
金
額
の
20
％
分
の

ポ
イ
ン
ト
を
還
元
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。

　

２
月
８
日
よ
り
P
a
y
P
a
y
ア
プ
リ
上
に
「
松

島
町
高
城
地
区
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
ペ
ー
ジ
が
表
示
（
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
直
接

ジ
ャ
ン
プ
で
き
ま
す
）
さ
れ
ま
す
の
で
、
フ
ォ
ロ
ー

し
た
う
え
で
20
％
還
元
ク
ー
ポ
ン
を
取
得
し
て
く
だ

さ
い
。

　

実
質
２
割
引
で
お
食
事
や
お
買
い
物
が
で
き
る
お

得
な
こ
の
期
間
に
、
是
非
、
地
元
商
店
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
！

●
実
施
期
間　

２
月
９
日
㊎
〜
２
月
29
日
㊍

●
登
録
店
舗　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認

　
　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。
（
19
店
舗
）

※
P
a
y
P
a
y
決
済
を
利
用
す
る
た
め
に
は
予
め

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
ア
プ
リ
登
録
と
利
用
金
額

　

の
チ
ャ
ー
ジ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　

利
府
松
島
商
工
会
松
島
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
３
４
２
２

i

▲キャンペーン
　ページ
 （2/8から公開）

●
会　

場　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
大
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料
（
全
席
自
由
）

　

２
月
10
日
午
前
11
時
よ
り
松
島
町
文
化
観
光
交
流

館
窓
口
に
て
入
場
券
配
布
し
ま
す
。

●
問
合
先　

株
式
会
社
Ｂ
Ｂ
Ｉ
花
座

　
　
　
　
　

☎
２
６
３
‐
９
６
０
８

　
　
　
　

 

（
平
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
対
応
）　

　

こ
の
公
演
は
「
令
和
５
年
度
宮
城
県
文
化
芸
術
の

力
に
よ
る
心
の
復
興
支
援
事
業
」
で
す
。
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昨
年
か
ら
建
物
火
災
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
今

年
に
入
り
松
島
町
内
で
は
連
続
し
て
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安
全
装
置
の
付
い
た

機
器
を
使
用
す
る
な
ど
、
火
災
の
発
生
を
未
然
に
防

ぎ
、
ま
た
、
住
宅
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年
を
目

安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る　

10
の
ポ
イ
ン
ト

▼
４
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
コ
ン
ロ
を
使
う
時
に
は
、
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
付
近
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不

　

要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

▼
６
つ
の
対
策

①
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
、
安
全
装
置
の
付
い
た

　

機
器
を
使
用
す
る
。

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、
定
期
的
に
点
検

　

を
行
う
。

③
家
庭
内
の
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
及
び
カ
ー

　

テ
ン
は
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
消
火
器
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
避
難
経
路
と

　

方
法
を
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ

　

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

●
問
合
先　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

　
　
　
　
　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

【
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
】

３
月
１
日
㊎
か
ら
３
月
７
日
㊍
ま
で

i

　

有
効
な
電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
転
出
・
転
入
及

び
転
居
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
届
出
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
、
転
出
に
あ
た

り
役
場
窓
口
へ
の
来
庁
が
原
則
不
要
（
※
）
と
な
り

ま
す
。

　

手
続
で
き
る
方
や
手
続
に
必
要
な
も
の
な
ど
、
詳

し
く
は
左
記
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
「
引
越
し
手
続
に

つ
い
て
」
の
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
転
出
届
の
内
容
確
認
等
の
た
め
来
庁
い
た
だ
く
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
転
出
手
続
の
完
了
後
は
、

　

別
途
、
転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入
届
等
の

　

手
続
が
必
要
で
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た

転
出
・
転
入
・
転
居
に
つ
い
て

i

▲引越し手続
について

　

こ
れ
ま
で
毎
月
第
２
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）
は
、
窓
口
業
務
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
や
更
新
等
の
事
務
を
対
象
と
し
て
午
後
７
時
ま
で

延
長
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
月
か
ら
は
『
予
約
制
』

に
な
り
ま
す
。

　

延
長
時
間
帯
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取

や
更
新
等
を
お
考
え
の
方
は
、
延
長
日
当
日
の
午
後

３
時
ま
で
に
左
記
問
合
先
に
お
電
話
の
う
え
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
約
が
無
い
場
合
は
延
長
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
実
施
日　

毎
月
第
２
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

●
対
象
業
務　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・
更

　
　
　
　
　
　

新
等
に
限
る
。

※
各
種
証
明
書
の
請
求
や
転
出
・
転
入
等
の
異
動
届

　

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

毎
月
第
２
月
曜
日
の
延
長
窓
口

業
務
が『
予
約
制
』に
な
り
ま
す

i
　

多
文
化
化
す
る
社
会
に
お
け
る
共
通
言
語
と
し
て

注
目
さ
れ
る
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
研
修
を
開
催

し
ま
す
。
事
業
者
の
方
、
個
人
で
興
味
の
あ
る
方
等
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

令
和
６
年
２
月
14
日
㊌

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

●
場　

所　

松
島
町
役
場
３
階
大
会
議
室

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
限　

令
和
６
年
２
月
９
日
㊎
ま
で

●
定　

員　

45
名
程
度

●
問
合
先
・
申
込
先　

産
業
観
光
課
観
光
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
８　

や
さ
し
い
日
本
語
研
修
を
開
催

し
ま
す

i

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
100
％

の
も
の
に
限
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
と
一
緒
に
収
集
し
ま
す
。

　

名
称
に
つ
い
て
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
」
と
変

わ
り
ま
す
。

●
分
別
収
集
の
目
的

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
焼
却
処
理
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
を
抑
え
地
球
温
暖
化
防
止
に
努
め
、
ま
た
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

※
引
き
続
き
同
じ
袋
（
プ
ラ
容
器
包
装
用
袋
）
を
ご

　

使
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
３
月
に
配
布
す
る
「
令
和
６
年
度
版

　

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

分
別
収
集
を
開
始
し
ま
す

i

　

国
民
健
康
保
険
制
度
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
葬
祭
を
営
ん

だ
喪
主
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
葬
祭
費
と
し
て
５
万

円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。（
喪
主
で
あ
れ
ば
第
三
者
で

も
支
給
可
能
で
す
。）

　

葬
祭
費
を
申
請
で
き
る
権
利
は
、
葬
祭
を
行
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
と
き
に
時
効
に
よ
っ

て
消
滅
し
、
葬
祭
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、

期
限
に
注
意
し
忘
れ
ず
に
手
続
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

葬
祭
費
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）

i
　

塩
釜
地
区
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
乾
燥
汚
泥
肥
料

（
し
尿
汚
泥
）
を
年
中
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
野

菜
作
り
な
ど
に
肥
料
と
し
て
使
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

乾
燥
汚
泥
肥
料

●
乾
燥
粒
状　

一
袋
10
㎏
（
袋
詰
め
）

配
布
に
つ
い
て

●
場　

所　

塩
釜
地
区
環
境
セ
ン
タ
ー

●
日　

時　

毎
週
㊌
、
㊎
（
㊗
は
除
く
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30
分
ま
で

●
配
布
数
量　

一
世
帯
に
つ
き
10
袋
ま
で

●
予
約
方
法　

配
布
日
当
日
（
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
ま
で
）
に
先
ま
で
予

　
　
　
　
　
　

約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
・
予
約
先　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
６
３
‐
２
７
７
７

塩
釜
地
区
環
境
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

i



自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す

貸
費
学
生

●
応
募
資
格　

大
学
の
理
学
部
・
工
学
部
の
３
・
４
年
次
等

　
　
　
　
　
　

※
細
部
は
石
巻
地
域
事
務
所
に
お
問

　
　
　
　
　
　
　

い
合
わ
せ
下
さ
い

●
受
付
期
間　

１
月
９
日
㊋
〜
２
月
19
日
㊋

●
試
験
日　

３
月
９
日
㊏

●
問
合
先　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　

石
巻
地

　
　
　
　
　

域
事
務
所

　
　
　
　
　

宮
城
県
東
松
島
市
赤
井
字
鷲
塚
１
‐
６

 

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）
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親
子
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　

親
子
で
楽
し
く
フ
ラ
イ
パ
ン
で
ピ
ザ
を
作
り
、
試

食
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日　

時　

２
月
23
日
㊎
・
㊗
午
前
10
時
〜
正
午

●
場　

所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

調
理
室
・
講
座
室

●
講　

師　

え
む
☆
き
っ
ち
ん 

　
　
　
　
　

代
表　

加
藤
美
由
紀　

さ
ん

●
定　

員　

親
子
４
組　

※
先
着
順

●
対　

象　

町
内
小
学
生
親
子
（
祖
父
母
参
加
可
）

●
材
料
代　

１
，０
０
０
円

●
そ
の
他　

三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
可
）・
エ
プ
ロ
ン
・

　
　
　
　
　

ハ
ン
ド
タ
オ
ル　

２
枚
・
上
履
き

※
調
理
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
下
さ
い
。

●
申
込
期
間　

２
月
６
日
㊋
〜
２
月
16
日
㊎

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

※
土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
込
下
さ
い
。

●
問
合
先　

中
央
公
民
館
（
文
化
観
光
交
流
館
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

募

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

３
月
13
日
㊌　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時

●
場　

所　

高
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ 

「
わ
た
し
仕
舞
い
の
始
め
方
」

　
　
　
　
　

〜
わ
た
し
ら
し
い
明
日
の
た
め
に
〜

●
内　

容　

今
ま
で
の
人
生
の
整
理
整
頓
や
未
来
の

　
　
　
　
　

自
分
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
エ
ン

　
　
　
　
　

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
作
成
を
含
め
、
終
活

　
　
　
　
　

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
す
。
ア
ロ
マ
テ
ラ

　
　
　
　
　

ピ
ー
の
体
験
も
で
き
ま
す
。

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
定　

員　

20
名
程
度
（
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い
。）

●
申
込
・
問
合
先　

合
同
会
社　

心
・
愛

　
　
　
　
　

介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス　

コ
コ
・
ア

　
　
　
　
　

代
表　

松
本　

☎
３
５
５
‐
４
０
９
７

終
活
セ
ミ
ナ
ー

｢

わ
た
し
仕
舞
い
の
始
め
方｣

参
加
者
募
集

　

介
護
福
祉
士
・
認
知
症
ケ
ア
専
門
士
・
終
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
等
の
資
格
を
持
つ
講
師
が
、
こ
れ
ま
で
の

介
護
経
験
、
ご
家
族
に
寄
り
添
う
ケ
ア
の
実
践
か
ら

学
ん
だ
こ
と
、
現
在
断
捨
離
な
ど
の
終
活
に
関
わ
り

感
じ
た
こ
と
な
ど
を
介
護
士
の
視
点
で
お
話
し
し
ま

す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
楽
し
い
セ
ミ
ナ
ー
で
す

募

松
島
町
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

〜
松
島
の
未
来
に
つ
い
て

　

一
緒
に
語
り
ま
せ
ん
か
？
〜

　

町
で
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
松
島
町
の
未
来
に
つ
い
て
、
町
長
と
直
接
話
し

合
い
た
い
と
考
え
て
い
る
方
々
か
ら
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
申
込
み
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。「
松

島
町
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
」、「
将
来
、
松
島
町

で
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う
皆
さ
ん
の

熱
い
想
い
を
是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
記
事

を
読
ん
で
興
味
を
持
た
れ
た
方
や
開
催
に
あ
た
り
ご

不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の
問
合
先
ま

で
連
絡
願
い
ま
す
。

※
町
政
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
等
は
除
き
ま
す
。

●
対
象
者　

町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
や
サ
ー

　
　
　
　
　

ク
ル
、
行
政
地
区
な
ど
（
１
回
あ
た
り

　
　
　
　
　

15
名
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
）

※
個
人
で
の
参
加
、
特
定
の
政
党
を
支
持
す
る
団
体
、

　

暴
力
団
、
宗
教
や
営
利
を
目
的
を
す
る
団
体
は
対

　

象
外
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

募

親子で楽しくピザを
つくろう！
※イラストはイメージです

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
講
演
会

参
加
者
募
集

　

塩
釜
警
察
署
生
活
安
全
課
の
方
に
よ
る
特
殊
詐
欺

被
害
防
止
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。
町

民
の
方
は
誰
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
の
で
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

２
月
６
日
㊋
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館
（
ア
ト
レ
・
る
H
a
l
l
）

●
問
合
先　

松
島
町
婦
人
会
会
長　

鈴
木

　
　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
５
３
５
３
‐
７
８
４
０

募
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
今
月
70
歳
に
な
る
方

（
昭
和
29
年
２
月
２
日
〜
３
月
１
日
生
ま
れ
）
に
高
齢

受
給
者
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
証

を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
破
棄
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
送
日　

２
月
22
日
㊍

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

　

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）・
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
申
請
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来
ら
れ
る

方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転
免

　

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

 

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）・
精

神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
に
つ
い
て

i

　

経
済
的
理
由
か
ら
修
学
が
困
難
な
方
を
対
象
に
奨

学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
貸
与
金
額
（
月
額
）

・
高
校
生　

自
宅
通
学
者　
　

１
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

自
宅
外
通
学
者　

２
０
，０
０
０
円

・
大
学
生　

自
宅
通
学
者　
　

２
０
，０
０
０
円　

　
　
　
　
　

自
宅
外
通
学
者　

３
０
，０
０
０
円

●
償
還
期
間　

松
島
町
奨
学
金
は
無
利
子
で
す
。
学

　

校
を
卒
業
し
た
翌
年
の
４
月
か
ら
、
期
間
内
（
最

　

長
６
年
）
に
償
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間　

２
月
１
日
㊍
か
ら
３
月
８
日
㊎
ま
で

●
問
合
先　

教
育
課
学
校
教
育
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
３

松
島
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

募
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

企画調整課　　　　　　　☎354-5702

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

3相談合同開催
（人権なんでも相談、
行政相談、消費生活相談）

法律相談（予約制）

生活保護相談
（予約制）

2月6日㊋、3月5日㊋
午前10時～午後3時

こころの相談
（予約制）

ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

2月5日(月)、2月29日㊍
午後2時～午後5時

平　日
午前9時～午後4時

役場会議室

無 料 相 談

2月8日㊍、2月22日㊍
午前10時～午後3時

2月14日㊌、2月21日㊌
午後1時30分から

2月9日㊎、3月8日㊎
午前10時～午後5時

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

塩釜保健所疾病対策班　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153

2月7日㊌、2月21日㊌
午前9時～午前11時30分

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

塩釜保健所
2月20日㊋

午前9時～午前11時30分

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　  ☎263-1560宮城県がん総合支援センター

2月24日㊏
午前10時～午後3時

無料税金相談会
東北税理士会塩釜支部
　　　　　　　　  ☎050-2018-1150
※予約受付期間　2月5日㊊～2月22日㊍

塩竈市公民館　大会議室

毎週火曜日、木曜日、土曜日
午前10時～午後1時
午後7時～午後9時

女性のお悩み
電話相談

特定非営利法人キミノトナリ
　　　　　　　　  ☎050-2018-115

平　日
午前9時～午後4時

※要予約（詳細は要問い合わせ）
オンライン健康相談 健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）

　　　　　　　　　　　　☎355-0703

スマートフォンの使い方を
学びませんか？

　スマートフォンやマイナンバー
カードなどの基礎講座を役場で
実施します。スマートフォンを
持っていない方も参加できます。
参加は無料です。事前にお申し
込みください。
●問合先　企画調整課
　　　　　☎３５４‐５７０２
●場　所　松島町役場　会議室
●定　員　８名
※個別相談会は講座に参加した
　方が対象で、事前のお申し込
　みが必要、１回１時間です。

2/13㊋

2/14㊌

2/19㊊

2/20㊋

2/21㊌

2/22㊍

14：00～16：00

14：00～16：00

14：00～16：00

14：00～16：00

16：00～17：00

14：00～16：00

16：00～17：00

14：00～16：00

16：00～17：00

講座内容

電源の入れ方、電話のかけ方、ボタン操作の仕方など

インターネットの利用方法（検索、地図の使い方など）

カメラの使い方（写真、動画、QRコードの読み取り方）

SNSの使い方（LINEなど）

個別相談会（個別に質問や操作を教えます）

アプリの操作、マイナンバーカード（申請、活用など）

個別相談会（個別に質問や操作を教えます）

アプリの操作、マイナンバーカード（申請、活用など）

個別相談会（個別に質問や操作を教えます）

月　日 時　間



「 わたしたちに翼はいらない 」　             　寺地　はるな 著
「 鷹の惑い 」　　　　　　　　　　                堂場　瞬一 著  
「 球形の囁き 」　　                                   　長岡　裕樹 著
「 リラの花咲くけものみち 」　　　　 　　　   藤岡　陽子 著
「 目で見てわかる認知症の予防 」　　　　　秋下　雅弘 監修
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納期限にご注意

診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　　　　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　　　塩釜市錦町7-10　　　 　　　☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患
診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

日曜・休日（国民の祝日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科
午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間
診療科目受付時間診　　療　　日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内

歯科休日診療２月の納期限

町税などは便利で納め忘れのない口座振替を
推奨しております。また、納付が困難な場合
はお早めにご相談ください。
● 納期限　２月２９日㊍
・国民健康保険税　　　　　　１１期
・後期高齢者医療保険料　　　　８期
・介護保険料　　　　　　　　　６期
・水道料金　　　　　　　　　２月分
● 問合先
・ 町税について
　 財務課税務班　　　　 ☎３５４-５７０３
・ 後期高齢者医療保険料について
　 町民福祉課町民サービス班　☎３５４-５７０５
・ 介護保険料について
　 健康長寿課高齢者支援班　☎３５５-０６７７
・ 水道料金について
　 水道お客様センター　 ☎２９０-０００５

宮城郡利府町青山3-40-3
塩釜市東玉川町2-31 
多賀城市伝上山4-8-20
宮城郡利府町利府字新舘2-7
塩釜市藤倉2-3-11
多賀城市伝上山2-31-45
宮城郡七ヶ浜町湊浜字入生田90-4
宮城郡利府町新中道3-1-1 ｲｵﾝﾓｰﾙ新利府南館2F

☎356-1484 
☎362-5253 
☎367-6151 
☎356-0871 
☎367-1774 
☎366-4481 
☎357-1727 
☎767-5650 

そうま歯科医院
千葉歯科医院 
ホワイト歯科クリニック
おひさまにこにこ歯科医院
引地歯科医院 
藤原歯科 
うじいえ歯科医院
利府こども歯科大人歯科

㊐
㊐・㊗
㊊・振替 
㊐ 
㊎・㊗ 
㊐ 
㊐ 
㊐ 

2月  4日 
2月11日 
2月12日 
2月18日 
2月23日 
2月25日 
3月  3日 
3月10日 

「 ばけばけばけばけばけたくんゆうえんちのまき 」   岩田　明子 文・絵
「 パンダのおさじとフライパンダ 」 　　柴田　ケイコ 文・絵
「 ふしぎ駄菓子屋　銭天堂20 」　　廣嶋　玲子・作　jyajya・絵
「 10代のための疲れた体がラクになる本 」   　長沼　睦雄 著
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

まちの話題プラス 本の宝箱
勤労青少年ホーム（図書室）
☎３５４‐４０３６

《一般書の新着本》

《児童書の新着本》

《図書室からのお知らせ》

《今月のおすすめ本》

「 青瓜不動　三島屋変調百物語」

　　　　　　　宮部　みゆき　著

　おちか、ついに母となる。宮部みゆきのライフワーク、待望
の第九弾。行く当てのない女達のため土から生まれた不動明王。
悲劇に見舞われた少女の執念が生んだ家族を守る人形。描きた
いものを自在に描ける不思議な筆。そして、人ならざる者たち
の里で育った者が語る物語。恐ろしくも暖かい百物語に心を動
かされ、富次郎は決意を固める。

≪話題の本≫

町の人口

男　性
女　性
人口計
世帯数

ボランティアで清掃奉仕活動　利府松島商工会工業部会

幡谷老人クラブ長生会が表彰されました

町の人口　　（）は前月比
１月１日現在　住民基本台帳

『飾り巻き寿司教室』を開催しました
　１２月１７日に、文化観光交流館で公民館主催『飾り巻き寿
司教室』を開催しました。飾り巻き寿司教室ぐるりん主宰　まつ
きかな先生に「四海巻き」と「ミニオン」の飾り巻き寿司の作
り方を教えていただきました。
　参加したみなさんは寿司の各
パーツを作るのに苦労していた
様子ですが、お寿司に包丁を入
れ、きれいな模様やキャラクター
のかわいい表情が現れたときに
喜びの声を上げていました。

　

　昨年１１月２２日、利府松島商工会工業部会では、松島海岸
駅前から陸前浜田駅前までの国道４５号線およそ４キロメート
ルの清掃活動を行いました。この活動は、１１月２６日に開催
された第４３回全日本実業団対抗女子駅伝競走大会（クイーンズ
駅伝）の直前に、国道の清掃を行い、沿道で気持ちよく応援で
きるよう地域貢献活動の一環として行ったものです。
　工業部会員１３名が１時間程
で空き缶やペットボトル、タバ
コの吸殻など１０袋分のゴミを
拾い集め、ＴＶ放送を通じて美
しい町内の景観を全国にＰＲす
ることができました。

● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後６時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
　 災害・悪天候により、臨時休館や繰り上げ閉館となる場合が
　 あります。
● 休　館　日　月曜日・月曜日が祝日の場合は翌日
  　　　　　　（今月は５日・１３日・１９日・２６日）
✿本の福袋を借りていただいた皆様ありがとうございました♪
　引き続き皆様に楽しく快適に読書していただける図書室にな
　るよう一層努めてまいります！
※蔵書点検のため、２月１３日㊋～２１日㊌まで休館日となり
　ます。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力お願い致します。
● 問　合　先　勤労青少年ホーム　☎３５４‐４０３６

ミニオンのお寿司が上手にできました！

▲左から　町老連　土井会長
　幡谷長生会　目々澤会長、加藤元会長

　去る１２月１５日女川町生涯学習センターにおいて、日頃の
友愛訪問活動の功績により、幡谷老人クラブ長生会が、宮城県
老人クラブ連合会長より表彰されま
した。
　松島町老人クラブ連合会（会長　土井
德夫）では、社会奉仕活動やスポー
ツ活動を通して、地域貢献や仲間づ
くりを行っています。興味のある方
はぜひ事務局までお問い合わせください。
事務局　健康長寿課高齢者支援班
　　　　☎３５５‐０６６６

６，３３３ 人  
６，７５２ 人  

１３，０８５ 人  
５，７１１世帯  

（ ー   ６ 人  ）
（ ー１２ 人  ）
（ ー１８ 人  ）
（ ー   ９ 世帯）
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ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
奮
闘
中
！

　

12
月
17
日
に
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
「
紙
ひ
こ
う

き
」
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
中
学
１
・
２
年
生
の
メ
ン
バ
ー

が
主
体
と
な
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
等
に
よ
り
活
動

内
容
を
制
限
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、
現
役
・
O
B

O
G
合
わ
せ
て
18
名
が
参
加
し
、
親
交
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
会
の
中
で
は
松
ぼ
っ
く
り
を
使
っ

た
ミ
ニ
ツ
リ
ー
工
作
の
ほ
か
、
高
校
生
会
員
が
1
人

1
つ
ず
つ
い
ち
お
し
ゲ
ー
ム
を
紹
介
し
後
輩
た
ち
に

技
術
を
継
承
す
る
場
面
も
あ
り
、
今
後
の
活
動
に
つ

な
が
る
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
サ
ー
ク
ル
内
で
の
活
動
で
し
た
が
、
い
ず

れ
は
町
の
子
供
た
ち
を
呼
ん
で
一
緒
に
楽
し
む
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
技
術
・
企

画
力
を
磨
く
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
！

●
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
や
派
遣
に
関
す
る

　

問
合
先

　

教
育
課
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４←ジュニア・リーダー「紙ひこうき」

　紹介ページ（町HPにリンクします）

▲中１～高３生のメンバーが久々に勢揃いして楽しみました！

▲段ボールと絵の具でキャラクターを
　作りました！(絵画コース)

▲ジュニア・リーダーのお兄さんが工具を
　使う様子を興味深く観察(木工コース)

文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

こ
こ
ろ
・
は
ぐ
く
み
隊
を

実
施
し
ま
し
た
！

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
小
学
校
低

学
年
対
象
の
創
作
教
室
「
こ
こ
ろ
・
は
ぐ
く
み
隊
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
創
作
活
動
を
通
じ

て
異
年
齢
間
の
交
流
を
行
う
と
共
に
、
自
信
や
発
想

力
、
表
現
力
と
い
っ
た
、
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

難
し
い
内
容
も
あ
り
ま
し
た
が
、
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
参
加
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
挑
戦
し
、
楽

し
く
作
品
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

貴
重
な
中
世
瓦
の
共
演

▲円福寺の瓦

▲安国寺の瓦

　

多
賀
城
に
東
北
地
方
を
治
め
る
役
所
が
あ
っ
た
奈
良
・
平
安
時
代
と
、
伊
達
政
宗
が
お
城
や
お
寺
を
建

築
し
た
江
戸
時
代
に
挟
ま
れ
る
中
世
は
「
瓦
葺
き
」
の
建
物
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
瑞
巌
寺
の

前
身
で
あ
る
円
福
寺
も
そ
の
一
つ
で
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
瓦
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
大
崎
市
古
川
柏
崎
に
所
在
す
る
安
国
寺
で
採
集
さ
れ
た
瓦
（
藤
原
二
郎
氏
よ

り
借
用
）
で
す
。
安
国
寺
は
暦
応
二
年
（
1
3
3
9
）
に
足
利
尊
氏
が
戦
乱
で
亡
く
な
っ
た
人
々
の
供
養

の
た
め
に
一
国
に
一
寺
を
建
立
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　

写
真
は
瑞
巌
寺
本
堂
下
か
ら
発
掘
さ
れ
た
瓦
と
安
国
寺
採
集
の
瓦
で
す
。
同
じ
頃
に
作
ら
れ
た
瓦
で
、

軒
の
模
様
は
、
南
都
、
奈
良
県
の
法
隆
寺
を
鎌
倉
時
代
に
再
建
し
た
瓦
に
源
流
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
茨
城
県
の
筑
波
山
麓
に
あ
る
三
村
山
極
楽
寺
と
の
関
連
も
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
瓦
職
人
が
移

動
し
た
の
か
、
デ
ザ
イ
ン
を
真
似
し
て
い
る
の
か
議
論
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
資
料
は
令
和
６
年
１
月
24
日
か
ら
観
瀾
亭
松
島
博
物
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
宮
城
の
中
世
瓦
が

複
数
並
ん
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
（
町
史
編
さ
ん
室
長
：
森
田
）

【
参
考
文
献
】
藤
原
二
郎
・
石
黒
伸
一
朗
2
0
0
3
「
大
崎
平
野
の
中
世
瓦
」（『
宮
城
考
古
学
』
第
５
号
）
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１
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
、
米
寿
は

　

町
内
在
住
５
年
以
上
、
白
寿
は

　

町
内
在
住
10
年
以
上
の
方
で
、

　

誕
生
月
の
初
日
に
松
島
町
住
民

　

と
し
て
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

　

さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

米
寿
お
め
で
と
う

◆
上
野　

初
子　
　

（
松
島
）　

◆
及
川　

美
智
子　

（
磯
崎
）

◆
鈴
木　

康
彦　
　

（
本
郷
）

◆
髙
橋　

廣
治　
　

（
手
樽
）

◆
今
野　

榮
子　
　

（
松
島
）　

◆
早
坂　

邦
雄　
　

（
高
城
）

◆
櫻
井　

之
夫　
　

（
幡
谷
）

◆
櫻
井　

喜
久
子　

（
高
城
）

◆
加
藤　

幸
子　
　

（
幡
谷
）

◆
佐
々
木
小
太
郎　

（
磯
崎
）

◆
山
形　

孝　
　
　

（
高
城
）

◆
佐
藤　

晤　
　
　

（
手
樽
）

◆
高
橋　

ク
ニ
子　

（
磯
崎
）

◆
大
友　

幸
子　
　

（
磯
崎
）

◆
文
屋　

正
子　
　

（
幡
谷
）

◆
北
條　

コ
ト
ジ　

（
手
樽
）　

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！　

⑴
子
ど
も
の
予
防
接
種　

●
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
M
R
）
２
期

【
対
象
者
】 

　

小
学
校
就
学
前
（
平
成
29
年
４
月
２
日
生
か
ら

　

平
成
30
年
４
月
１
日
生
）
ま
で

【
接
種
期
間
】

　

小
学
校
就
学
の
前
日
（
３
月
31
日
）
ま
で

●
二
種
混
合
（
D
T
）

【
対
象
者
】
11
歳
か
ら
13
歳
未
満
の
方

【
接
種
期
間
】

　

13
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で

※
麻
し
ん
・
風
し
ん
２
期
と
二
種
混
合
の
予
防
接

　

種
予
診
票
は
既
に
交
付
済
み
で
す
。

⑵
大
人
の
予
防
接
種

●
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業

【
対
象
者
】

　

風
し
ん
抗
体
価
が
低
く
、
か
つ
次
の
①
か
ら
④

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
19
歳
〜
49
歳
で
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

③
①
に
掲
げ
る
女
性
の
同
居
者

④
過
去
に
同
様
の
費
用
助
成
を
受
け
て
い
な
い
者

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
２
ヶ
月
間
は
避
妊
が
必
要
で
す
。

【
費　

用
】　

　

医
療
機
関
で
接
種
費
用
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

後
日
当
課
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
後
、
接
種

費
用
を
償
還
払
（
払
い
戻
し
）
し
ま
す
（
※
抗
体

価
検
査
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。
宮
城
県
で
は
、

風
し
ん
抗
体
価
検
査
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
つ
い
て
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。）

●
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
費
用
助
成
に
つ
い
て

【
対
象
者
】

　

過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

一
度
も
受
け
て
い
な
い
方
で
次
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
方

①
令
和
５
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

　

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

　

器
の
障
害
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

　

免
疫
機
能
障
害
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳

　

１
級
程
度
※
申
請
時
に
手
帳
の
写
し
が
必
要
で
す
）。

【
注　

意
】

　

今
年
度
で
国
の
経
過
措
置
に
基
づ
く
５
歳
ご
と

の
助
成
制
度
は
終
了
し
ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら

は
65
歳
の
方
の
み
対
象
と
な
る
予
定
で
す
。
受
け

忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班
（
保
健

　
　
　
　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）
保
健
師

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

みそ汁塩分測定の結果について

　ヘルスメイト松島（松島町食生活改善推進員会）では、１０月～１２月の期間、塩分計を使ったみそ汁の塩分測定を
行いました。各地区のヘルスメイトが家庭訪問や地域の集まりに出向いて調査を行いました。みそ汁をご提供いただいた
みなさま、ご協力ありがとうございました。

〈みそ汁の塩分濃度の割合について〉
　みそ汁の塩分濃度を調査した結果、全体の65%が標準
の味つけ（0.8～1.0％塩分濃度）でした。しかし、濃い
味つけ（1.2～1.4%塩分濃度）の方も少なからずいました。

〈１日に飲むみそ汁の回数について〉
　１日に飲む汁物の回数は約６割が１杯という結果にな
りました。しかし、１日に２杯や毎食飲むという方も約
４割いました。

　みそ汁にはおよそ約1.2gの塩分が含まれているため、
みそ汁の回数を減らすことや適塩を心がけることが大切
です。また、みそ汁やスープは具だくさんにすることで、
減塩や野菜を多く摂ることができます。宮城県の食塩摂
取量は目標値よりも約３g多く摂取しています。いつも
の食事から減塩を心がけましょう。
　来年度もみそ汁の塩分測定を実施する予定です。ご協
力よろしくお願いいたします。

塩分濃度の割合

■ うすい（0.4～0.6％塩分）

■ 標　準（0.8～1.0％塩分）

■ 濃　い（1.2～1.4％塩分）

１日に飲む
みそ汁の回数

■ １杯　　■ ２杯　　■ ３杯

〈食塩摂取量の目標値と宮城県の食塩摂取量〉

1) 日本人の食事摂取基準（2020年版）より
2) 令和４年度県民健康・栄養調査より

目標値1)

宮城県2)

男　性

7.5

11.2

女　性

6.5

9.7

1.3%

34.3%

65.0%

62.8%
34.6%

2.6%

～みそ汁塩分測定の結果～



■その他のご案内

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３

内　　　　　容 日　付 受付時間 場　　所 対　　　　　　　象

■乳幼児健診のご案内

午後０時４５分
　　　　～午後１時

午後０時３０分
　～午後０時４５分

２歳６か月児歯科健診 ２月２０日㊋ 令和３年７月～９月生
保健福祉センター
どんぐり

３歳６か月児健診 ２月１６日㊎ 令和２年７月～９月生

内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
　確認書類をお持ちください。

母子健康手帳の交付 午前９時３０分
　　  ～午前１１時

２月　５日㊊
１９日㊊

   
健康や栄養、歯科口腔に関することなど保健師、管理栄養士、
歯科衛生士が幅広く相談に応じます。※来所による相談は予
約制となります。

健康相談(電話・来所)
～赤ちゃんから成人の方どなたでも～

保健福祉センター
どんぐり

午前８時３０分
　　　  ～午後５時

平　  日
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高城保育所の日常風景をご紹介！

髙
橋　

優
里
ち
ゃ
ん　
　

三
女（
幡
谷
）　　
　

令
和
５
年
２
月
17
日
生
ま
れ

み
ん
な
大
好
き
♥
か
わ
い
い
か
わ
い
い

末
っ
子
で
す
！

た
か
は
し　
　
　
　

  

ゆ
う
り

「すくすく１歳おめでとう」の掲載案内は
誕生月の前々月末～前月上旬頃にお送り
しています。
ぜひご応募ください。

令和５年２月生まれ
町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える
赤ちゃんを紹介します。

おめでとう
す
く く
す 1歳

●問合先
　企画調整課　☎３５４‐５７０２

三
浦　

瑞
葉
ち
ゃ
ん　
　

長
女（
磯
崎
）　　
　
　
　

令
和
５
年
２
月
28
日
生
ま
れ

食
べ
る
事
や
絵
本
を
見
た
り
高
い
高
い

が
大
好
き
！

み
う
ら         

み
ず
は

※不定期に幼稚園や保育所等の様子を発信します※不定期に幼稚園や保育所等の様子を発信します



松島の子育て 検索

開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
冬季１０月～３月 （午後４時３０分まで)
冬休み期間中は、午後４時まで

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始

松島町
☎ 354-6888　FAX 355-1022

児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町こども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/

19 広報まつしま

松島町

児童館
だより

２月号

教室名／イベント名 対　　　象 日　　程 時　　間 内　　　容

■親子教室・イベント等の日程 ✿マークは未就学児対象のイベントです。　★マークは小学生以上対象のイベントです。

✿なかよし教室 【登録制】
午前１０時３０分
～午前１１時３０分

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験します。２～
３歳児の教室です。２月２１日㊌

✿どんぐり保健室 ０歳～１８歳までの
本人と保護者

午前１０時
～午前１１時３０分

松島町の保健師、栄養士とお子さまの成長や予防接種、ことば、
離乳食についてお話ししませんか？気軽に遊びに来て下さい♪２月２７日㊋

【登録制】✿読み聞かせの会 読み聞かせボランティア「おはなしころころ」さんによる絵本
や紙芝居、パネルシアターなど児童文化を楽しみます。

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

２月１９日㊊

乳児(０歳児)親子
参加自由

✿赤ちゃんほっとサロン
初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑うこともあるかと思
います。助産師・保健師と一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のこ
となどお話ししてみませんか？ 赤ちゃんを囲みながらほっとひ
と息つける時間を過ごしましょう。

午前１０時
～午前１１時３０分

２月１３日㊋

✿★リサイクル広場 参加自由

児童館に集まった洋服などを安価で販売し、収益は児童館のお
もちゃや絵本購入にあて、子ども達がより楽しく児童館で遊べ
るようにしていきたいと考えています。ご協力お願いします。
※松島町婦人会バザーは６日㊌のみ開催です

午前９時
　　　～午後１５時３月　６日㊌

　　　７日㊍

ゲストに「ピノイソラ」さん、小学生
ジャズバンド「ブライトキッズ」の２
組を迎え、華やかなクリスマスコンサー
トになりました！生演奏に合わせ、歌
をうたったり、みんなで「ツバメ」も
踊りました。楽しかったね。

１２月２０日㊌　なかよし教室「クリスマス会」 「リサイクルひろば」
「第３回松島町婦人会バザー」
  開催のおしらせ
３月６日㊌、７日㊍　午前９時から

１２月１６日㊏　クリスマスコンサート

　先月製作したエプロンを着けて、お母さんと一緒にプリン
アラモードを作りました！各々、お皿にプリンをあけ、カス
テラ、果物、生クリームを飾りつけました。お友達と一緒に
食べるといつもよりおいしいね。

　児童館では、まだ充分に使えるおもちゃや、捨てるには
“もったいない”子ども服の寄付をつのり“おさがり”と
して、必要としている方へ安価で販売いたします。
　また、３月６日㊌は昨年好評だった松島町婦人会さんの
「バザー」も同時に開催致します。
　ここでの収益は、児童館のおもちゃや絵本購入にあて、
子ども達がより楽しく児童館で遊べるようにしていきたい
と考えています。ご協力お願いします。

✿リトミックの日 ピウピアノ音楽教室の鈴木先生がボランティアで児童館に遊び
にきてくれます。音楽に興味のある親子さん集まれ♪

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

２月　７日㊌【登録制】
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⑲
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み
聞
か
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会
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赤
ち
ゃ
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ほ
っ
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サ
ロ
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⑲

ア
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コ
ー
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・
薬
物
相
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⑭

こ
こ
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⑭

ど
ん
ぐ
り
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健
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⑲

法
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相
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（
予
約
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Ｖ・
クラ

ミジ
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査、

肝炎
検査
、

梅毒
抗体
検査
、骨
髄バ
ンク
登録
受付

⑭

建
国
記
念
の
日

振
替
休
日

天
皇
誕
生
日

人
権
な
ん
で
も
相
談
、

行
政
相
談
、
消
費
生
活
相
談
⑭

i

29 5 12 19 26

30 6 13 20 27

31 7 14 21 28

1 8 15 22 29

2 9 16 23 1

3 10 17 24 2

日
月

火
水

木
金

土

発
行
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編
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島
町
企
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調
整
課
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-０
２
１
５
　
宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
帰
命
院
下
一
１
９
番
地
の
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２
２
-３
５
４
-５
７
０
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
 ０
２
２
-３
５
４
-３
１
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
 h
tt
ps
:/
/w
w
w
.t
ow
n.
m
iy
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i-
m
at
su
sh
im
a.
lg
.jp
/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
 in
fo
@
to
w
n.
m
at
su
sh
im
a.
m
iy
ag
i.j
p

　
 子
育
て
　
　
　
 健
康
　
　
　
 福
祉
・
介
護
　
　
　
 観
光
　
　
　
　
 ス
ポ
ー
ツ
　
　
　
 文
化
・
学
び

　
 イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
 〇
 囲
み
の
数
字
は
本
誌
の
該
当
ペ
ー
ジ
で
す
。

i

松
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
は
こ
ち
ら
か
ら

　
松
島
町
で
は
H
P
、
In
st
ag
ra
m
、
Fa
ce
bo
ok
で
最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
・
防
犯
情
報
を
Ｘ（
旧
Tw
itt
er
）、「
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
」
等
で
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

※
防
災
・
防
犯
情
報
は
電
話
で
も
確
認
で
き
ま
す
。（
☎
０
５
０
‐
５
５
２
６
‐
７
１
９
７
）

H
P
用

In
st
ag
ra
m
用

Fa
ce
bo
ok
用

Ｘ（
旧
Tw
itt
er
）用

安
全
・
安
心
メ
ー
ル
用

28 4 11 18 25

LI
N
E
用

2 2024
2
月
号
　
N
o．
5
9
0
　
令
和
6
年
2
月
１
日
発
行

　

「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
　

　
こ
の
放
送
は
、
消
防
庁
が
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
情
報
を
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
確
実
に
国
民
へ
伝
達
す
る
た
め
に
実
施
す
る

試
験
放
送
で
す
。
※
実
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

訓
練
の
概
要
　
●
日
　
時
　
２
月
９
日
㊎
　
 午
前
１
１
時
分
こ
ろ
　
●
放
送
内
容
「
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
」「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
×
３
回
」

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
ま
つ
し
ま
こ
う
ほ
う
で
す
」「
終
了
の
チ
ャ
イ
ム
」
な
お
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は
、
放
送
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
　
●
問
合
先
　
総
務
課
環
境
防
災
班
　
☎
３
５
４
‐
５
７
８
２
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